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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第8回院内研修について
日時：2/24(水)　17:15～17:45　　　場所：メモリアルホールメンタルケア病棟4階
テーマ：インフルエンザ、冬場の感染症に関して　　　講師：松山　浩幸氏
・新しい固定電話の設置がされている。内線表と使用方法についてWIZ掲示板に記載されている為、各自確認すること。
・インフルエンザの予防と施設内の換気・湿度対策に努めていくこと。
・清水泰雅様～2/26（金）青山荘退所後を検討するため、ケア会議実施予定。

＜利用者様情報＞

・我満　奈津紀様～2/22八戸赤十字病院[婦人科]を受診、「子宮頸部高度異形成」との診断で、3/3に入院し、3/4に切除手術を受けるとの報告ある。3/6に退院予定であるが、3/8まで休養することとし、3/9より来所するとのこと。不安そうな様子あり、話を傾聴している。入院準備や娘様のことで頭がいっぱいでデイケアでは落ち着いて過ごせそうにないと話している。
・平　京子　　様～2/21より眼の調子が悪く、2/22に眼科受診したところ、医師より点眼薬を継続して指していなかったことによるドライアイの悪化だと説明を受けたと話している。点眼薬処方されたが、昨日は目に違和感があり体調不良だったが、本日は良好であると表情良く話している。プログラムに表情良く参加しており、不調の訴えなく過ごしている。
・小向　武雄　様～利用者様より男性トイレが便で汚れていると訴えがある。利用者様に確認すると本人を指差している。ズボンやズックに便が付着しているが本人から訴えることはない。本人に詳しい状況を確認すると、便意がありトイレに行ったが間に合わず、便失禁してしまい、パンツを脱いでロッカーに置いたと話している。腹痛等の症状はないとのこと。昼食後、排便や腹痛等なく過ごしている。引き続き体調確認していく。

・山田　隆雄　様～青風荘スタッフへ変薬後（1年位前）から指先の痺れがあるため、以前の処方に戻して欲しいと訴えていたと情報提供ある。デイナイトケアでは上記訴えなく過ごしている。今後も様子観察していく。

・岩城　敏夫　様～「筆ペンの蓋が開いていて書けなくなった。誰かが蓋を取ったんだ」「あまり使っていないボールペンが壊れた。○○が壊した」と興奮気味に訴えている。ボールペンは、外れているだけであることやテーブルに物を広げて置かず、自分で管理するよう説明するが被害的な発言が聞かれている。被害的な発言傾聴すると落ち着いてきている。今後も様子観察し、訴えに傾聴していく。

・古舘　正行　様～昼食後、｢コーヒー｣と言ってカロリーメイトを要求してくるが、午前中にスタッフより渡して飲んでいることを説明するが納得できない様子である。再度、カロリーメイトを渡したスタッフが説明することで納得した様子である。今後、カロリーメイトを保管する際に、日付と名前を記入しておき、本人が確認しやすいよう工夫していく事としていく。

・八木橋　牧雄様～12月頃より、連続飲酒状態と思われる様子があり、作業効率低下や記憶力の低下が目立ち、屋内作業へ切り替え対応していた。また、1月には自宅階段から転倒、右前額部裂傷し外科受診と処置を行っている。通院での断酒は困難な状態であり、本人へ入院の必要性を説明し同意を得られたことから、本日解毒・アルコール依存症治療プログラム実施目的にて、東病棟合併症室へ入院。入院に伴い、ナイトケア利用中止となっている。
＜外来情報＞
· 特記なし

カンファレンスシート（岩城敏夫様）

実施日：H28年2月24日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：服部・工藤・佐々木

参加者：服部・工藤・佐々木・

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	岩城敏夫様
	性別
	男
	年齢
	77
	生年月日
	昭和13年11月22日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	心房細動

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身につける。対人関係を学ぶ。

	本人希望
	階上（実家）で暮らしたい。絵を描き続けたい。100歳まで描きたい。

	家族希望
	今の生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　3回（最終：昭和41年6月～平成13年7月）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年7月30日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所

	住居：青風荘


	家族構成


　　　　　　　　　　　保護者・大村キエ様


	利用制度
	精神障害者手帳1級
	障害基礎年金1級
	重度医療、自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載

秋頃、NPOを通じて、滋賀県の美術館に本人の作品を展示することになっている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	趣味（絵を描く）を楽しみながら生活をする。社会資源利用は美術館にも一人で行く事は困難である為スタッフと一緒に行き鑑賞できる様にする。自分の絵も展覧会に出展したい。
	絵を描き続けるために健康な生活を送る。
	①ペースメーカーを装着している為、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。
	①身体不調や不安感を訴えた際は傾聴し本人の希望にそうように対応して行く。

	
	「妄想や幻聴に関連する被害的な訴えがある時には話を傾聴する。また、現実検討をして幻聴であることを理解できるようにする。」
	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。
	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。

	
	
	③認知症にならないためにもプログラムに継続して参加する。
	③認知症や被害的な訴えがあった際は傾聴し、対応する。

	
	
	④趣味である絵を描く事を続ける。
	④描いた絵をスタッフと一緒に鑑賞して、これからも絵を描き続けられるように評価する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①ペースメーカーを装着している為、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。
	・血圧は大きく変動はない。

・ペースメーカーの部分に手を当て｢みてけろ、おかしいべ｣と言い、違和感を訴える。少し陥没はしているが異常ない事を説明すると、理解している。

・毎日ペースメーカーのしおりを読んで復唱している。

・自分で脈拍を測り、｢脈が70以上ある｣と訴えてくることがある。正常範囲内であること伝えると安心している。
	年に2度ピースメーカーの動作確認の為、八戸赤十字病院受診している。現在ピースメーカーの問題にないため、優先度を下げ③と入替えとする。引き続き、本人から訴えがあった際には状況を確認していく必要がある為、計画を継続。

	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。
	・幻聴については、色々聴こえて来ると話し、ミーテイング時に意味不明な発言で、他メンバーに何を言っているのか分からないと言われている。

・まとまりなく同じ事を頻回に発言する事目立っている。会話時、言語がハッキリせず口の中でゴモゴモと言う事が多くなっている。
・プログラム中、課題には関係のない発言がある。

・幻聴は常にある様子で、時々幻聴に関する話が聞かれている。内容は、家族のことや絵、金銭のことであり、被害的な内容につながることがある。
	現在も幻聴見られている為、計画継続。幻聴に左右され他者とのトラブルになることはないが、本人から訴えることがない為、引き続き本人の様子を観察し、幻聴の有無を確認し必要な場合には介入していくこととする。

	③認知症にならないためにもプログラムに継続して参加する。
	・「自分は認知症だ」とほぼ毎日訴える。被害的な訴えも聞かれており、事実を伝えても受け入れることができない。
	物盗られ妄想の発言も聞かれる為、優先度を上げ①と入れ替えることとする。今後もこのような訴えや物盗られ等の被害的発言があった際は話を傾聴していくこととし、計画を継続。

	④趣味である絵を描く事を続ける。
	・絵画を好んで描いており、現在も継続して作業療法の時間に絵を書いている。スタッフが近くにくると、絵の解説をしている。
・展覧会に出展できたことで満足している様子で、幻聴や妄想に関する発言が減っている。精神的な満足が、精神面を安定させていると考えられる。

・アールリット(展覧会の名前)出版で自分の出品した点描絵等が岩城敏夫の絵画発表になっているページ絵を飽きることなく見ている。それをじっくり見て自身の評価をして来年も出品したいと言う。
	今後も本人の生きがいを維持するために、絵を描きつづけることを継続して目標とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	趣味（絵を描く）を楽しみながら生活をする。社会資源利用は美術館にも一人で行く事は困難である為スタッフと一緒に行き鑑賞できる様にする。自分の絵も展覧会に出展したい。
	絵を描き続けるために健康な生活を送る。
	①認知症にならないためにもプログラムに継続して参加する。


	①認知症や被害的な訴えがあった際は傾聴し、対応する。

	
	
	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。
	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。

	
	
	③ペースメーカーを装着している為、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。
	③身体不調や不安感を訴えた際は傾聴し本人の希望にそうように対応して行く。

	
	
	④趣味である絵を描く事を続ける。
	④描いた絵をスタッフと一緒に鑑賞して、これからも絵を描き続けられるように評価する。


